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僧
侶
の
神
仙
術
と
し
て
の
避
穀

―
―

『本
朝
神
仙
伝
』
を
中
心
に
し
て
―
―

一
　
は
じ
め
に

日
本
の
古
代
社
会
に
道
教
の
思
想
が
移
入
し
て
以
来
、
そ
の
道
術
の

類
は
、
陰
陽

。
天
文

。
医
術
な
ど
に
影
響
を
与
え
、
神
仙
思
想
の
方
は
、

浦
島
伝
説
、
羽
衣
伝
説
、
倭
武
命
の
自
鳥
伝
説
、
柘
枝
の
仙
女
諄
な
ど

の
文
芸
作
品
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ

っ
た
。
平
安
朝
に
入

っ
て
も
、

文
人
た
ち
の
神
仙
思
想

へ
の
関
心
は
衰
え
ず
、
神
仙
を
素
材
に
し
た
創

作
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
。
都
良
香
に

「神
仙
策
」
や

「
富
士
山
記
」

が
あ
り
、
紀
長
谷
雄
に

「売
白
箸
翁
序
」
が
あ
り
、
漢
詩
集
に
も
神
仙

や
仙
境
を
詠
ん
だ
詩
作
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
大
江
匡
房
も
こ
の
よ

う
な
神
仙
思
想
の
流
れ
を
受
け
、
日
本
最
初
の
神
仙
伝
で
あ
る

『本
朝

神
仙
伝
』
を
撰
述
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の

『本
朝
神
仙
伝
』
に
収
め
ら
れ
た
仙
人
た
ち
の
身
分
は
、
各
階

層
に
わ
た
っ
て
い
る
。
書
紀
の
中
に
見
ら
れ
る
倭
武
命
、
上
宮
太
子
も

お
り
、
弘
法
大
師
、
慈
覚
大
師
、
泰
澄
な
ど
の
高
僧
か
ら
、
無
名
の
河

内
国
樹
下
僧
、
出
羽
国
石
窟
仙
ま
で
も
お
り
、
文
人
の
都
良
香
、
橘
正

通
さ
え
も
含
ま
れ
て
い
る
。
取
材
さ
れ
た
範
囲
が
実
に
広
く
見
ら
れ
、

李
　
育
　
娼

『
本
朝
神
仙
伝
』
は

〈神
仙
の
列
伝
〉
と
い
う
よ
う
な
形
式
で
綴
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
『本
朝
神
仙
伝
』
と
い
う
名
称
か
ら
見
て
も
、
も
ち
ろ
ん

中
国
の

『
列
仙
伝
』
、
『神
仙
伝
』
な
ど
の
仙
人
伝
を
意
識
し
て
、
飛
行
、

呪
術
、
屍
解
、
不
老
不
死
な
ど

〈神
仙
伝
〉
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
神
異

的
表
現
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
日
本
独
自
の

〈神
仙
伝
〉
を
作
り
、
後

世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
匡
房
の
神
仙
観
と
中
国
の
神
仙
思
想
と

を
比
較
し
て
、
匡
房
の
神
仙

へ
の
関
心
が
不
足
し
て
い
る
と
結
論
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
井
上
光
貞
氏
は
養
生
法
の
記
述
の
在
り
方
に
対
し
て
、

本
朝
神
仙
伝
に
お
い
て
は
、
断
穀

。
断
塩
の
言
葉
は
多
く
み
い
だ

さ
れ
る
の
に
具
体
性
に
乏
し
く
、
ま
し
て
仙
薬
に
関
す
る
具
体
的

な
記
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
中
国
の
神
仙

伝
と
大
い
に
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
で
も
薬
物
の
知
識
が

早
く
か
ら
発
達
し
た
こ
と
は
正
倉
院
の
薬
物
で
も
知
ら
れ
、
三
善

清
行
の
善
家
異
記
の
逸
文
な
ど
に
も
そ
の
種
の
記
載
が
多
く
み
ら

れ
る
。
そ
れ
と
比
べ
て
み
る
と
、
本
朝
神
仙
伝
に
こ
の
種
の
記
載
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が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
著
者
の
神
仙
に
関
す
る
関
心

が
ど
れ
だ
け
切
実
で
あ

っ
た
か
を
疑
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

と
い
う
よ
う
な
疑
間
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
本
英
史
氏
も
こ
の
点

に
つ
い
て
、
匡
房
の
神
仙

へ
の
関
心
は
さ
ほ
ど
高
く
な
く
、
彼
の
興
味

は
隠
逸
に
あ

っ
た
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
、
神
仙
を
得
る
た
め
の

神
仙
術
の
叙
述
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
で
は
、
そ
の
得
仙
の
た
め
の
神
仙
術
を
、
今
、
便
宜
的
に
道
教
に
お

け
る
そ
れ
で
示
す
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
外
丹

（昔
の
人
間
は
、
仙
人
が
金
や
玉
を
飲
食
す
る
こ
と
で
、
天
地

と
同
じ
く
長
寿
と
な
る
も
の
と
信
じ
、
丹
砂
と
他
の
薬
剤
を
原
料
と
し
、

炉
鼎
で
金
丹
を
作
っ
た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
外
丹
と
称
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。）

②
内
丹

（外
丹
に
対
し
、
道
士
も
内
丹
の
修
錬
法
を
実
践
し
て
い
る
。

内
丹
は
自
分
の
体
を
炉
鼎
と
し
、
体
中
の
精
、
気
、
神
を
薬
物
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
気
功
に
よ
っ
て
、
体
内
で
丹
薬
を
合
成
す
る
こ
と
を
さ

す
。）

③
服
餌

（仙
薬
と
さ
れ
る
草
木
や
鉱
石
ま
た
は
丹
薬
な
ど
を
摂
取
す
る

こ
と
）

④
守

一
（体
中
の
精
、
気
、
神
を
保
つ
内
修
の
術
。
目
的
は
精
、
気
、

神
を
体
外
へ
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。）

⑤
吐
納

（
一
種
の
呼
吸
法
）

⑥
導
引

（
一
種
の
体
操
、
按
摩
）

⑦
断
穀

③
房
中
術

こ
の
よ
う
に
、
神
仙
術
に
は
い
く

つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
、
中
国
の

〈神
仙
伝
〉

で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
仙
薬
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
現
存
す
る
二
十
九

話
の
中
に
、
「竿
打
仙
」
の

一
例
に
留
ま
り
、
ま
た
房
中
術
に
つ
い
て

は

「教
待
和
尚
」
の
例
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

避
穀
に
つ
い
て
の
記
述
は
八
例
あ
り
、
た
し
か
に
避
穀
に
偏
る
傾
向
が

強
い
と
見
受
け
ら
れ
よ
う
。

し
か
し

一
方
で
、
中
前
正
志
氏
は
、　
一
連
の
論
文
に
お
い
て
、
匡
房

の
神
仙
観
に
つ
い
て
説
か
れ
て
お
り
、
神
仙
術
に
着
目
す
る
場
合
も
、

「教
待
和
尚
」
に
房
中
術
に
基
づ
く
記
述
が
あ
る
と
し
て
、

『本
朝
神
仙
伝
』
に
は
、
相
当
に
重
視
さ
れ
て
い
る
避
穀
、　
一
応

言
及
さ
れ
る
服
餌
と
共
に
、
主
要
な
養
生
法
五
種
の
う
ち
三
種
ま

で
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
性
に
乏
し
く
切
実
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
こ
と
は
確
か
で
は
あ
る
が
、
ど
う
い
う
形
に
せ
よ
、
三

十
余
り
の
数
少
な
い
話
数
の
中
で
そ
れ
な
り
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
を

持

っ
て
、
神
仙
を
得
る
た
め
の
養
生
法
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
、　
一
方
で
認
め
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

と
、
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
け
る
避
穀
の
例

の
ほ
か
に
も
、
『続
本
朝
往
生
伝
』
「
日
円
」
に

「
…
…
金
峰
山
の
三
の

石
窟
に
住
し
、
長
く
米
穀
を
断
ち
て
、
殆
神
仙
に
似
た
り
」
と
避
穀
の

記
述
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
「
匡
一房
の
中
で
は
、
避
穀
と
神
仙
と
が

-21-



か
な
り
強
く
結
び
付
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
、
匡
房
の
神

仙
観
と
避
穀
の
結
び

つ
き
に
対
す
る
積
極
的
な
意
見
を
あ
げ
た
。

た
だ
し
、
中
前
氏
は
こ
う
し
た
意
見
を
述
べ
た
も
の
の
、
そ
の
内
容

に
対
し
て
具
体
的
な
検
討
を
行

っ
て
い
な
い
。
『本
朝
神
仙
伝
』
に
お

け
る
神
仙
世
界
は
、
避
穀
の
表
現
を
内
容
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
に
み
ら
れ
る
避
穀
の
記
事
に
注
目
し
、

そ
の
位
置
付
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
匡
房
の
神
仙
観
の

一
端
も
明

ら
か
に
な
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
ま
ず
避
穀
の
記
述
が
、

『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
働
き
を
帯
び
る
か
を
究
明
し
、

さ
ら
に
避
穀
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
僧
侶
と
い
う
存
在
に
照
明
を
当
て

考
察
し
、
匡
房
の
神
仙
観
を
捉
え
直
す
こ
と
に
す
る
。

『本
朝
神
仙
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
川
口
久
雄
氏
に
よ
る
と
、

大
東
急
記
念
文
庫
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
尊
経
閣
文
庫
本
の
三
種
類

の
伝
本
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
最
古
の
写
本
で
あ
り
、

ま
た
収
録
話
数
の
最
も
多
い
大
東
急
記
念
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
大
東

急
記
念
文
庫
本
に
な
い
部
分
を
他
の
二
本
に
よ

っ
て
補
う
こ
と
に
す
る
。

以
下
、
『本
朝
神
仙
伝
』
の
通
し
番
号
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
目

録
に
よ
る
。

一
一

『本
朝
神
仙
伝
』
の
避
穀
の
記
事

避
穀
と
は
、
食
物
の
根
本
と
な
る
五
穀
、
す
な
わ
ち
米

・
黍

・
麦

・

粟

・
豆
を

一
切
食
べ
な
い
厳
し
い
修
行
で
あ
り
、
「
断
穀
」
「絶
穀
」
と

も
言
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
論
で
は
、
「
粒
を
絶
ち
て
穀
を
避
り
る
」

「
毎
日
に
粟

一
粒
の
み
を
服
ふ
」
「
飲
食
は
長
く
絶

つ
」
「粒
を
絶
ち
食

を
罷
く
」
や

「全
く
炊
嚢
の
器
な
し
」
な
ど
の
語
句
に
よ

っ
て
避
穀
の

法
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
判
断
し
、
そ
れ
ら
の
語
句
を
含
む
話
を
考
察

の
対
象
と
す
る
。

『
本
朝
神
仙
伝
』
の
現
存
す
る
説
話
は
二
十
九
話
で
あ
る
が
、
そ
の

中
で
避
穀
の
見
え
る
説
話
は
以
下
に
掲
げ
た
八
話
で
あ
る
。

‐３
行
叡
居
±
　
１８
陽
勝
仙
人
　
２‐
藤
太
君

・
源
太
君
　
２５
河
内
国

樹
下
僧
　
２６
美
濃
国
河
辺
人
　
２７
出
羽
国
石
窟
仙
　
３２
中
算
上
人

二塁
　
３６
愛
宕
護
僧

な
お
、
２‐
、
２２
話
は
大
東
急
の
目
録
に
は
分
け
て
載
せ
ら
れ
る
が
、

藤
太
君
、
源
太
君
の
二
人
は

一
伝
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
以
下
便
宜
的

に
２‐
、
２２
を
合
わ
せ
て
２‐
と
し
て
扱
う
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
避
穀
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
行
為
と
し

て
描
か
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
神
仙
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か

を
検
証
す
る
。

で
は
、
ま
ず
３２

「中
算
上
人
童
」
を
取
上
げ
、
断
穀
の
効
果
に
つ
い

て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

中
算
上
人
者
、
興
福
寺
之
楚
才
也
。
学
明
内
外
尤
長
決
択
、
性
太

甑
駕
不
好
官
職
。
雖
有
維
摩
誦
講
師
請
、
三
度
譲
人
遂
不
受
講
。

昔
昇
枡
厳
院
、
楡

一
小
童
帰
於
南
京
。
始
太
愛
寵
後
疎
遠
、
小
童

計
絶
入
山
誦
経
、
絶
食
及
数
月
、
適
備
羽
服
己
得
自
在
。
中
算
後

尋
到
於
其
所
、
小
童
日
、
己
得
神
仙
不
可
敢
近
、
道
成
之
後
不
怨

往
日
事
、
可
良
縁
。
言
詑
而
去
。
事
見
中
算
記
。



こ
の
中
算
上
人
童
の
伝
は
、
本
伝
の
終
り
に

「事
は
中
算
記
に
見
え

た
り
」
と
明
記
し
て
あ
る
が
、
「中
算
記
」
は
散
逸
し
て
現
在
そ
の
全

貌
は
伝
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
本
話
の
類
話
は
、
『
発
心
集
』
、
『
源
平
盛

衰
記
』
、
『
元
亨
釈
書
』
な
ど
に
見
え
る
が
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
以
前
に

は
見
当
た
ら
な
い
。

さ
て
、
本
話
で
は
中
算
上
人
の
寵
を
失

っ
た
小
童
が
山
に
入

っ
て
経

を
誦
し
、
「食
を
絶

つ
こ
と
数
月
に
及
び
て
、
適
羽
服
備
は
り
て
己
に

自
在
な
る
こ
と
を
得
た
り
」
と
絶
食
に
よ
っ
て
羽
を
得
た
事
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
童
は

「
己
に
神
仙
を
得
た
れ
ば
、
敢

へ
て
近
づ

く
べ
か
ら
ず
」
と
、
神
仙
に
な

っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
中
算
上
人
に

対
し
て
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
告
げ
る
。
こ
の
記
事
に
お
い
て
は
、
断
穀

の
実
行
が
得
仙
に
繋
が
る
行
為
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

次
に
、
１８

「
陽
勝
仙
人
」
を
見
て
み
よ
う
。

住
牟
問
寺
、
三
年
苦
行
、
毎
日
服
粟

一
粒
、
行
歩
勁
捷
無
翼
而
飛
、

雖
歴
冬
月
不
著
衣
会
、
延
喜
元
年
秋
遂
以
登
仙
。

傍
線
部
で
は
、
「後
に
金
峰
山
に
登
り
て
、
牟
問
寺
に
止
り
住
む
。

三
年
苦
行
し
て
、
毎
日
に
粟

一
粒
の
み
を
服
ふ
。
行
歩
勁
捷
に
し
て
、

翼
な
く
し
て
飛
べ
り
。
冬
の
月
を
歴
と
い
へ
ど
も
、
衣
会
を
著
ず
。
延

喜
元
年
秋
、
遂
に
も
て
登
仙
せ
り
。
」
と
あ
り
、
登
仙

へ
の
苦
行
の
第

一
に

「毎
日
に
粟

一
粒
の
み
を
服
」
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
延
喜
元
年
の
登
仙
は
食
の
量
が
極
端
に
減
少
し
た
こ
と

と
結
び
付
け
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
取
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
増
賀
の
弟
子
た
ち
が
仙
道
を
学
ん
だ
が
、
失
敗
で
幕
を
閉
じ

た
と
ぃ
ぅ
３６

「愛
宕
護
僧
」
に
、

昔
僧
賀
聖
籠
弟
子
八
人
於
此
山
、
令
学
仙
道
、
其
身
漸
踏
薄
板
至

於
不
撓
。
各
有
勝
他
心
。
毎
朝
至
見
風
処
、
相
難
云
、
爾
有
米
糞
。

然
者
皆
不
得
仙
罷
実
。

と
、
傍
線
部
分

「各
、
他
よ
り
も
勝
れ
る
心
あ
り
」
と
、
彼
ら
が
得

仙
に
失
敗
し
た
理
由
は
、
神
仙
と
し
て
求
め
ら
れ
る
無
欲
悟
淡
の
態
度

を
欠
い
た
こ
と
に
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
仙
道
の
内
容
は

明
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
「爾
米
の
糞
あ
り
」
と
い
う
弟
子
た
ち
が
互

い
に
非
難
し
た
内
容
か
ら
、
避
穀
が
得
仙
の
手
段
と
し
て
見
な
さ
れ
て

常
閉
目
而
坐
。
頭
髪
長
生
懸
於
背
後
、
又
不
剃
除
。
非
得
神
仙
、

誰
能
如
此
。
其
人
後
不
見
又
不
相
逢
。

こ
こ
で
は
、
は
じ
め
の
傍
線
部
分
に

「全
く
炊
暴
の
器
な
し
」
と
断

穀
の
実
行
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
り
、
続
い
て
、
た
だ
座
禅
を
し
て
念

仏
を
唱
え
、
常
に
目
を
閉
じ
て
坐

っ
て
い
る
、
頭
髪
が
背
中
に
懸
る
ほ

ど
長
く
生
え
た
僧
侶
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
「神
仙
を

陽
勝
者
、
能
登
国
人
也
。
俗
姓
紀
氏
、
其
母
夢
呑
日
光
有
身
生
之
。
　

い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

元
慶
三
年
登
叡
岳
住
宝
瞳
院
、
時
年
十

一
。
師
事
空
日
律
師
、
性
　
　
　
次
に
、
２５

「河
内
国
樹
下
僧
」
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

太
聡
敏
、
学
不
再
間
。
通
法
花
喩
伽
摩
詞
止
観
、　
一
生
不
喜
怒
不
　
　
　
　
河
内
国
樹
下
僧
者
、
不
知
何
国
人
、
住
□
山
結
草
庵
。
人
為
拾
橿
、

睡
眠
。
雖
無
措
石
之
貯
、
以
衣
食
与
飢
寒
之
人
。
後
登
金
峰
山
止
　
　
　
　
迷
到
某
所
。
見
此
沙
門
室
中
、
全
無
炊
異
之
器
。
但
坐
禅
念
仏
、
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得
た
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
誰
か
能
く
か
く
の
ご
と
け
む
や
」
と
、
神
仙

で
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
実
行
で
き
な
い
と
の
評
が
付
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
評
に
よ
っ
て
、
断
食
を
含
む
修
行
を
神
仙
の
証
と
見
な
す

意
識
が
あ

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
‐３

「
行
叡
居
士
」
、
２‐

「藤
太
主

・
源
太
主
」
、
％

「美
濃
国

河
辺
人
」
、
２７

「出
羽
国
石
窟
仙
」
に
も
、
避
穀
が
、
仙
人
を
表
現
す

る
た
め
の
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

・
雖
及
数
百
年
猶
有
小
容
、
常
以
練
行
為
宗
。　
一
生
精
進
不
蓄
妻
、

地
絶
粒
避
穀
。
（「行
叡
居
士
し

・
藤
太
主

・
源
太
主
者
、
於
大
和
国
吉
野
郡
。
皆
着
布
衣
烏
帽
、

敢
不
着
福
。
避
穀
絶
粒
、
無
翅
而
飛
。
（藤
太
主

・
源
太
主
）

。
美
濃
国
河
辺
有

一
人
。
枕
石
臨
流
、
路
不
往
還
。
此
飲
食
長
絶
、

身
体
皆
暖
。
翁
美
濃
国
河
辺
人
し

。
出
羽
国
石
窟
仙
者
、
不
知
何
年
之
人
。
留
身
於
石
窟
、
経
数
百

歳
、
絶
粒
罷
食
、
不
屑
寒
暑
。
翁
出
羽
国
石
窟
仙
し

以
上
、
避
穀
の
描
写
が
見
え
る
説
話
を
確
認
し
た
結
果
、
避
穀
が
得

仙

へ
の
修
行
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
ま
た
、
神
仙
の
象
徴
の

一
つ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。
こ
の
八
話
の
中
で
、

『本
朝
神
仙
伝
』
に
先
行
、
或
は
同
時
代
の
類
話
が
存
す
る
も
の
は
、

‐３

「行
叡
居
士
」
と
１８

「
陽
勝
仙
人
」
の
二
話
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、

特
に
１３

「行
叡
居
士
」
の
内
容
に
注
目
し
た
い
。

行
叡
居
士
者
、
東
山
清
水
寺
之
本
主
也
。
雖
及
数
百
年
猶
有
小
容
、

常
以
練
行
為
宗
。　
一
生
精
進
不
蓄
妻
、
地
絶
粒
避
穀
。
清
水
寺
滝

者
、
居
士
修
所
出
也
。
本
為
黄
金
色
。
後
相
逢
報
恩
大
師
、
護
持

仏
井
住
所
而
日
、
吾
待
汝
来
、
宜
為
此
地
主
以
弘
仏
法
、
吾
為
利

蛮
夷
将
往
東
国
。
袋
東
向
行
、
行
至
乙
葉
山
、
自
然
鎗
唯
留
草
軽

及
杖
。
後
人
以
之
為
終
焉
。
其
騒
相
分
、
為
本
寺
滝
上
井
乙
葉
山
。

傍
線
を
付
し
た
と
こ
ろ
は
行
叡
居
士
に
関
す
る
描
写
で
あ
る
。
以
下
、

『本
朝
神
仙
伝
』
の
行
叡
居
士
伝
と
各
類
話
を
取
上
げ
て
比
較
し
、
匡

一房
が
描
い
た
行
叡
居
士
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
と
思
う
。

①

『
清
水
寺
建
立
記
』

有

一
沙
門
相
会
、
構
名
沙
弥
賢
心
、
即
陳
云
、
我
是
子
嶋
寺
報
恩

之
弟
子
也
。
有
修
行
之
志
、
無
退
転
之
思
、
而
廻
舞
新
京
之
次
、

不
慮
来
此
地
、
子
時
元
来
有

一
優
婆
塞
、
其
名
稀
行
叡
、
其
齢
七

十
有
余
許
也
。
相
会
賢
心
云
、
年
来
雖
待
汝
、
曽
不
見
来
、
適
幸

汝
来
為
悦
尤
足
也
、
我
有
東
国
修
行
之
本
意
、
替
我
其
間
暫
可
住

此

〔処
、
抑
草
庵
跡
者
、
可
造
堂
之
地
也
、
此
前
株
者
観
音
〕
祈

木
也
。
若
我
遅
還
向
、
早
遂
此
本
意
云
云
、
忽
指
東
去
了
、
後
恋

慕
之
涙
更
不
堪
也
。
日
日
雖
待
、
無
期
還
向
、
働
指
東
可
尋
行
之

処
、
山
科
東
峰
著
履
所
見
、
是
哭
音
已
満

一
山
、
定
知
後
是
孤
絶

之
山
、
又
分
是
峰
補
陀
峰
、
而
賢
心
無
力
難
遂
彼
願
。
父

〕
内

の
語
句
は
続
群
書
類
従
本
に
よ
り
補
う
。）

②

『清
水
寺
縁
起
』

抑
昔
有

一
聖
人
名
日
延
鎮
、
蓋
報
恩
大
師
入
室
弟
子
也
。
六
時
三

味
之
行
年
久
、
弘
法
利
生
之
願
日
積
。
著
羅
衣
以
出
来
落
、
杖
叉

以
入
山
林
。
宝
亀
九
年
四
月
八
日
科
撤
之
次
、
尋
到
勝
地
。
是
則



③

山
城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷
東
山
之
麓
也
。
翠
嶺
園
続
、
自
移
炉
峰
之

雲
。
瀑
泉
飛
流
、
如
倒
銀
漢
之
浪
。
漢
辺
有
草
奄
之
居
、
奄
中
有

白
衣
之
人
。
延
鎮
聖
人
間
云
、
居
士
住
此
経
幾
年
哉
、
名
姓
為
誰
、

年
齢
不
審
。
居
士
云
、
名
乃
行
叡
。
性
在
隠
遁
。
心
念
大
悲
観
音
、

日
誦
千
手
真
言
。
棲
居
此
地
、
久
避
喧
草
。
露
往
霜
来
、
齢
及
二

百
。
言
談
未
畢
、
居
士
乎
失
。
延
鎮
驚
事
之
希
有
悟
地
之
霊
勝
。

止
宿
庵
中
練
行
滝
下
。
愛
大
納
言
坂
上
卿
、
遊
猫
之
次
、
欲
飲
冷

水
尋
得
飛
泉
。
相
会
延
鎮
、
殊
以
帰
依
。
便
占
件
地
可
建
伽
藍
之

由
。
言
約
己
畢
延
暦
十
七
年
七
月
二
日
、
延
鎮
聖
人
与
坂
大
将
軍

同
心
合
力
、
奉
造
金
色
十

一
面
四
十
手
観
音
菩
薩
像
。
俣
造
宝
殿
、

所
奉
安
置
也
。
号
清
水
寺
、
又
名
北
観
音
寺
也
。
同
廿
四
年
、
奏

請
寺
地
永
以
施
入
、
便
以
姦
寺
為
柏
原
天
皇
御
願
実
。
大
同
二
年
、

亜
相
宗
室
三
善
命
婦
壊
運
寝
殿
、
建
立
仏
堂
。
康
平
七
年
八
月
十

八
日
焼
失
。
同
十

一
月
二
日
造
畢
云
。

『扶
桑
略
記
』
「延
暦
十
七
年
条
」

七
月
二
日
。
鎮
守
府
将
軍
坂
上
田
村
万
呂
。
山
城
国
愛
宕
郡
八
坂

郷
東
山
清
水
寺
。
金
色
四
十
枝
手
観
世
音
菩
薩
像

一
体
奉
造
、
併

破
渡
其
旧
居
五
間
三
面
桧
板
葺
寝
屋
、
以
為
堂
舎
。
件
寺
縁
起
云
。

宝
亀
九
年
戊
午
四
月
、
沙
弥
延
鎮
夢
告
云
、
去
南
向
北
。
覚
後
淀

有
金
色

一
支
之
水
。
即
尋
金
水
之
源
。
同
月
八
日
、
至
干
清
水
滝

下
。
於
是

一
草
庵
中
有
白
衣
居
士
。
年
歯
老
大
、
自
髪
幡
幡
。
延

鎮
問
云
、
住
此
幾
年
、
姓
名
如
何
。
居
士
答
云
、
名
日
行
叡
、
隠

居
此
地
二
百
文
許
。
心
念
観
音
威
力
、
口
誦
千
手
真
言
。
年
来
待

汝
、
適
幸
相
来
。
我
有
東
国
修
行
之
志
、
其
間
替
我
可
住
此
処
。

草
庵
之
処
当
可
創
堂
宇
地
。
此
前
株
者
可
造
観
音
木
也
。
吾
若
遅

還
、
早
可
企
遂
此
願
。
忽
指
東
去
己
了
。
雖
有
相
待
、
遂
無
来
期
。

働
尋
求
之
処
、
山
科
東
峰
落
所
著
履
。
定
知
観
音
所
現
欺
。
又
歴

年
序
。
難
果
彼
願
。
然
間
、
延
暦
十
七
年
、
田
村
麿
将
軍
為
助
産

女
。
求
得

一
鹿
。
訪
水
来
到
清
水
滝
下
。
延
鎮
具
陳
上
件
旨
、
因

弦
将
軍
建
立
此
寺
已
。
已
上
出
縁
起
。

こ
れ
ら
類
話
は
清
水
寺
の
縁
起
諄
で
あ
り
、
話
の
主
体
は
報
恩
大
師

の
弟
子
賢
心

（延
鎮
）
に
あ
る
。
賢
心
が
偶
然
に
東
山
で
行
叡
と
い
う

修
行
者
に
出
会
い
、
行
叡
が
去

っ
た
庵
に
止
住
し
た
と
い
う
話
の
筋
に

共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
見
ら
れ
る
行

叡
が
賢
心
を
待

っ
て
い
た
事
、
行
叡
に
東
国
で
の
修
行
の
志
が
あ
る
事

は
、
『
清
水
寺
建
立
記
』
『
扶
桑
略
記
』
に
は
見
ら
れ
る
が
、
『
清
水
寺

縁
起
』
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遅
近
の
日
時
を
宝
亀
九
年
四
月
八
日

と
明
記
す
る
こ
と
と
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
助
力
を
得
た
こ
と
は
、
『
清

水
寺
縁
起
』
と

『
扶
桑
略
記
』
に
は
見
え
る
が
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
『清

水
寺
建
立
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

『
本
朝
神
仙
伝
』
に
は
、
１３

「行
叡
居
士
」
の
後
に

一
話
お
い
て
１５

「報
恩
大
師
」
が
あ
り
、
行
叡
の
庵
を
継
い
だ
報
恩
大
師
の
話
が
記
さ

れ
て
お
り
、
１３

「
行
叡
居
士
」
で
は
、
行
叡
の
話
の
み
を
記
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
『
本
朝
神
仙
伝
』
と
類
話
を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ

も
行
叡
が
延
鎮

（『本
朝
神
仙
伝
』
に
は
延
鎮
で
は
な
く
延
鎮
の
師
で
報
恩

で
あ
る
）
と
遅
遁
し
、
自
分
の
住
ん
だ
庵
を
彼
に
譲

っ
て
か
ら
、
東

へ



去

っ
て
行

っ
た

（『清
水
寺
縁
起
』
で
は
、
「居
士
乎
失
」
と
す
る
）
と
い
う

い
き
さ

つ
が
記
さ
れ
て
お
り
、
行
叡
の
話
に
関
し
て
は

『
本
朝
神
仙

伝
』
と
類
話
の
内
容
は
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

さ
て
、
前
に
引
用
し
た
各
資
料
の
傍
線
部
分
は
、
行
叡
本
人
に
関
す

る
容
貌
な
ど
の
描
写
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
て
比
較
す
る
こ
と

に
す
る
。
こ
こ
に
、
『本
朝
神
仙
伝
』
以
後
の
成
立
で
あ
る

『
今
昔
物

語
集
』
巻
第
十

一
「
田
村
将
軍
始
建
清
水
寺
語
第
二
十
二
」
に
見
ら
れ

る
行
叡
に
つ
い
て
の
描
写
も
追
加
し
て
検
討
す
る
。

『清
水
寺
建
立
記
』
で
は
、
行
叡
の
描
写
は
、
た
だ

「其
齢
七
十
有

余
許
也
」
と
あ
り
、
尿
「
昔
物
語
集
』
も

「
年
老
テ
髪
白
シ
。
其
形
チ

七
十
余
計
也
。
」
と
類
似
し
た
内
容
が
み
ら
れ
る
。
『清
水
寺
縁
起
』
に

は
、
「
有
自
衣
之
人
」
、
「齢
及
二
百
」
と
あ
り
、
『扶
桑
略
記
』
に
は
、

「
有
白
衣
居
士
。
年
歯
老
大
。
白
髪
幡
幡
」
、
「隠
居
此
地
二
百
文
許
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
類
話
に
お
い
て
は
、
『
清
水
寺
縁
起
』
『
扶
桑
略
記
』

の
年
齢
が
三
百
歳
で
あ
る
こ
と
の
記
述
以
外
は
特
に
、
仙
的
な
要
素
は

見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
は
、
「数
百
年

に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
猶
し
小
き
容
あ
り
て
、
常
に
練
行
を
も
て
宗
と

な
し
た
り
。　
一
生
精
進
し
て
妻
を
蓄

へ
ず
、
地

粒
を
絶
ち
て
穀
を
避

り

つ
。
」
と
み
え
、
百
年
生
き
て
い
て
も
な
お
若
者
の
姿
で
あ
る
こ
と

と
、
米
の
粒
を
絶
ち
、
穀
を
避
け
る
と
い
う
避
穀
の
神
仙
術
が
み
え
、

行
叡
の
神
仙
的
な
側
面
を
ほ
か
の
類
話
と
比
較
す
れ
ば
、
際
だ

っ
て
顕

著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『本
朝
神
仙
伝
』
の

戸
何
叡
伝
」
に
お
い

て
、
類
話
と
内
容
が
殆
ど

一
致
し
て
い
る
が
、
行
叡
の
描
写
の
み
が
異

な
る
こ
と
は
、
匡
房
が
行
叡
を
神
仙
の
枠
に
収
め
る
た
め
に
、
記
述
を

改
変
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
従

っ
て
、
他
の
類
話
に
見

え
な
い
避
穀
に
関
す
る
描
写
も
、
行
叡
伝
の
神
仙
的
雰
囲
気
を
醸
し
出

す
の
に
選
ば
れ
た

一
つ
の
手
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
匡
房
が
避
穀
の
表
現
を

「
行
叡
居
士
」
の
伝
に
取
り
込
ん
だ
の
は
、

少
な
く
と
も
彼
に
と

っ
て
避
穀
が
、
神
仙
を
解
釈
す
る
重
要
な
表
現
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
、
と
解
釈
で
き
よ
う
。

一二

『
列
仙
伝
』
『神
仙
伝
』
に
お
け
る
断
穀
の
位
置
づ
け

劉
向
撰
と
伝
え
ら
れ
る

『
列
仙
伝
』
は
、
前
漢
末
頃
の
成
立
と
み
ら

れ
て
お
り
、
『神
仙
伝
』
は
、
『
列
仙
伝
』
よ
り
や
や
遅
れ
て
西
晋
の
葛

洪
に
よ

っ
て
撰
さ
れ
た
。
中
前
正
志
氏
は

「
『本
朝
神
仙
伝
』
は
、
神

仙
思
想
を
軸
に
、
中
国
の

『
列
仙
伝
』
や

『神
仙
伝
』
に
倣
い
、
ま
た

は
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
「
本
朝
」
の

「神
仙
」
を
発
掘
し
、
そ
の

「伝
」

を
集
成
し
た
列
伝
す
な
わ
ち

「
仙
伝
」
で
あ
る
に
違

い
な
い
」
と
、

『本
朝
神
仙
伝
』
が
取

っ
た
列
伝
の
形
式
は

『
列
仙
伝
』
『神
仙
伝
』
に

倣
う
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
匡
房
が
避
穀
に
拘
る
理
由

を
探
る
た
め
に
、
ま
ず
先
行
す
る

『
列
仙
伝
』
と

『神
仙
伝
』
を
取
上

げ
て
検
証
を
行
い
、
避
穀
が
、
中
国
の
仙
伝
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
機

能
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
『
列
仙
伝
』
に
お
い
て
避
穀
の
記
述
が
み
え
る
二
話
、
「赤
将

子
輿
伝
」
と

「赤
須
子
伝
」
を
検
討
す
る
。

『
列
仙
伝
』
「赤
将
子
興
伝
」
の
条
に
、



赤
将
子
輿
者
、
黄
帝
時
人
、
不
食
五
穀
而
嗽
百
草
花
。
至
尭
帝
時

為
木
工
、
能
随
風
雨
上
下
。
時
時
於
市
中
売
緻
、
亦
謂
之
緻
父
云
。

と
あ
り
、
「赤
須
子
伝
」
の
条
に
は
、

赤
須
子
、
豊
人
也
。
…
…
好
食
松
実
、
天
門
冬
、
石
脂
。
歯
落
更

生
、
髪
堕
再
出
、
服
霞
絶
穀
。
後
遂
去
。
呉
山
下
十
余
年
、
莫
知

所
之
。

と
あ
る
。

『
列
仙
伝
』
に
は
全
部
で
七
十
話
あ
る
が
、
避
穀
が
み
え
る
説
話
は

こ
の
二
話
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
『本
朝
神
仙
伝
』
の
現
存

す
る
二
十
九
話
中
に
避
穀
の
記
事
が
八
話
も
あ
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
よ

う
。「
赤
将
子
輿
伝
」
に
は
、
「
不
食
五
穀
」
と
い
う
避
穀
の
言
葉
が
見
ら

れ
る
が
、
「嗽
百
草
花
」
と
い
う
服
餌
の
表
現
も
描
か
れ
て
お
り
、
「赤

須
子
伝
」
に
は

「絶
穀
」
の
ほ
か
に
、
「松
実
、
天
門
冬
、
石
脂
」
と

い
う
、
当
時
仙
薬
と
見
な
さ
れ
た
薬
品
を
服
用
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
二
話
に
は
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
の
よ
う
に
避
穀

を
得
仙
と
直
接
関
連
づ
け
る
表
現
が
見
出
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

『
列
仙
伝
』
に
お
い
て
は
、
避
穀
だ
け
に
頼

っ
て
得
仙
す
る
と
い
う
観

念
が
存
在
す
る
と
は
言
い
難
い
。

次
に
、
『神
仙
伝
』
に
お
け
る
避
穀
の
記
事
を
検
討
す
る
。

『
神
仙
伝
』
「沈
建
」
の
条
に
は
、

沈
建
者
、
丹
陽
人
也
。
世
為
長
史
。
而
建
独
好
道
、
不
肯
仕
官
。

学
導
引
服
食
之
術
、
遠
年
卸
老
之
法
。
…
…
建
逐
断
穀
不
食
、
能

軽
挙
飛
行
往
還
。
如
此
三
百
余
年
、
乃
絶
述
不
知
所
之
也
。

と
み
え
、
「
厳
青
」
の
条
に
は
、

厳
青
者
、
会
稽
人
也
。
家
貧
常
在
山
中
焼
炭
。
忽
遇
仙
人
云
、
汝

骨
相
合
仙
、
乃
以

一
巷
素
書
与
之
。
令
以
浄
器
盛
之
、
置
高
処
、

兼
教
青
服
石
脳
法
。
青
遂
以
浄
器
盛
書
置
高
処
、
便
聞
左
右
常
有

十
数
人
侍
之
。
毎
載
炭
出
、
此
神
便
為
引
船
。
他
人
但
見
船
自
行
。

後
断
穀
入
小
雹
山
。

な
ど
と
、
様
々
な
仙
人
の
修
行
の

一
例
と
し
て
避
穀
も
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も

『神
仙
伝
』
で
は
、
避
穀
の
実
行
に
よ

っ
て

仙
人
に
至
る
と
す
る
観
念
を
根
底
か
ら
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

同
じ
く

『神
仙
伝
』
の

「劉
根
」
の
条
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

『神
仙
伝
』
劉
根

…
…
而
不
得
仙
薬
、
亦
不
能
仙
也
。
薬
之
上
者
、
唯
有
九
転
還
丹
、

及
太
乙
金
液
。
服
之
皆
立
便
登
天
、
不
積
日
月
臭
。
其
次
雲
母
雄

黄
之
属
、
能
使
人
乗
雲
駕
竜
。
亦
可
使
役
鬼
神
変
化
長
生
者
。
草

木
之
薬
、
唯
能
治
病
補
虚
、
駐
年
返
自
。
断
穀
益
気
。
不
能
使
人

不
死
也
。
高
可
数
百
年
、
下
綾
全
其
所
稟
而
己
、
不
足
久
頼
。

こ
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

仙
薬
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
登
仙
は
で
き
な
い
こ
と
。
仙
薬
の
上

の
も
の
に
は
、
「九
転
還
丹
」
や

「太
乙
金
液
」
が
あ
り
、
こ
れ

ら
を
服
用
す
る
と
、
瞬
く
間
に
昇
天
す
る
。
そ
の
次
の
も
の
と
し

て
は
、
目
本母
」
。
「雄
黄
」
の
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
服
用
す
れ

ば
、
雲
に
乗
り
竜
に
駕
し
、
鬼
神
を
使
役
し
、
変
化
、
長
生
す
る



こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
次
は
、
草
木
の
諸
薬
で
あ
り
、
よ
く
百
病

を
治
し
、
精
を
補
い
若
さ
を
保

つ
。
次
の
断
穀
は
、
体
中
の
気
の

循
環
を
よ
く
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
人
を
死
か
ら
免
れ
さ
せ
な

い
。
効
果
が
よ
く
出
た
場
合
は
、
何
百
年
も
長
生
き
さ
せ
る
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
自
分
の
天
命
を
尽
く
す
だ
け
で
、
い
つ
ま
で

も
頼
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
文
は
、
引
用
の
冒
頭
で

「
し
か
し
て
仙
薬
を
得
ず
、
ま
た
仙
た

る
こ
と
あ
た
は
ず
」
と
、
仙
薬
が
仙
人
に
な
る
た
め
の
唯

一
の
手
段
で

あ
る
と
強
調
し
、
さ
ら
に
、
傍
線
部
に
お
い
て
、
避
穀
は
体
中
の
気
の

整
調
と
長
生
の
効
果
は
あ
る
が
、
不
死
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説

明
す
る
。
こ
の
内
容
に
基
づ
く
と
、
『神
仙
伝
』
に
お
い
て
は
、
避
穀

の
み
で
神
仙
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
主
張
が
鮮
明
で
あ
る
。

ま
た
、
「陰
長
生
」
の
条
に
、

何
為
俗
間
不
死
之
道
、
要
在
神
丹
。
行
気
、
導
引
、
俯
仰
屈
伸
、

服
食
草
木
、
可
得
少
延
、
不
求
未
度
。

と
し
て
、
金
丹
を
服
す
る
こ
と
こ
そ
が
仙
人
に
な
れ
る
術
の
第

一
と
鼓

吹
さ
れ
、
外
丹
の
錬
丹
術
が
盛
ん
に
な

っ
て
く
る
。
同
じ
く
葛
洪
が
撰

述
し
た

『
抱
朴
子
』
「内
篇

・
金
丹
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
錬
丹
術
が
説

か
れ
、
金
丹
を
最
上
の
仙
薬
と
し
、
草
木
の
仙
薬
の
性
能
が
金
丹
よ
り

劣
る
と
い
う
観
念
も
、
『神
仙
伝
』
に
み
ら
れ
る
も
の
と
共
通
す
る
。

た
と
え
ば
、
「内
篇

・
黄
白
」
に
は

朱
砂
為
金
、
服
之
昇
仙
者
、
上
士
也
。
茄
芝
導
引
、
咽
気
長
生
者
、

中
士
也
。
餐
食
草
木
、
千
歳
以
還
者
、
下
士
也
。

と
あ
り
、
「内
篇

・
論
仙
」
に
は
、

上
士
挙
形
虚
昇
、
謂
之
天
仙
。
中
士
遊
於
名
山
、
謂
之
地
仙
。
下

士
先
死
後
蜆
、
謂
之
Ｆ
解
仙
。

と
あ
る
。

つ
ま
り
、
凡
そ
金
丹
を
服
し
て
昇
天
す
る
者
は
最
高
の
天
仙

と
な
り
、
茄
芝
を
使

っ
て
導
引
し
、
気
を
食
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
長
生

不
死
と
な

っ
た
地
仙
は
名
山
を
往
来
し
、
草
木
の
薬
を
服
し
て
Ｆ
解
仙

と
な

っ
た
者
は
最
下
位
で
あ
る
と
、
仙
薬
の
違
い
で
神
仙
の
等
級
も
分

と
あ
り
、
不
死
の
た
め
の
要
は
神
丹
と
い
う
効
力
の
強
い
丹
薬
に
あ
り
、
　

別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

気
を
身
体
中
に
循
環
さ
せ
る
行
気
や
導
引
の
術
や
、
屈
伸
、
草
木
の
服
　
　
　
葛
洪
の
神
仙
思
想
に
お
い
て
は
、
金
丹
が
仙
人
に
な
る
唯

一
の
方
法

用
等
で
は
、
延
命
に
わ
ず
か
な
効
果
は
あ
る
が
、
何
者
に
も
な
れ
は
じ
　
　
で
金
丹
の
効
果
を
鼓
吹
す
る
た
め
、
ほ
か
の
神
仙
術

。
服
餌
、
避
穀
、

な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
不
死
に
至
る
た
め
に
は
丹
薬
が
　
　
導
引
な
ど
は
劣
等
の
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

必
要
で
あ
る
と
強
調
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
対
し
て
、
漢
の
時
代
に
は
、
仙
人
に
な
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ

葛
洪
が
強
調
す
る
仙
薬
は
、
主
に
錬
丹
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
金
丹
　
　
な
神
仙
方
術
が
説
か
れ
、
薬
餌
、
錬
丹
、
一房
中
、
避
穀
、
導
引
、
食
気

を
さ
す
の
で
あ
り
、
種
類
に
よ

っ
て
神
丹
、
金
液
、
還
丹
な
ど
、
さ
ま
　
　
な
ど
多
彩
な
神
仙
術
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
が
、
ど
れ
が
仙
人
に
な

ざ
ま
な
名
称
に
分
け
ら
れ
る
。
魏
晋
の
時
代
に
入
る
と
、
葛
洪
を
筆
頭
　
　
る
唯

一
の
方
法
だ
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
並
存
し
て
ど
れ
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も
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
列
仙
伝
』
も
こ
の
状
況

を
反
映
し
、
仙
人
の
伝
に
様
々
な
修
行
方
法
が
羅
列
さ
れ
る
が
、
優
劣

順
位
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

『
列
仙
伝
』
は
こ
う
し
た
漢
代
の
素
朴
な
神
仙
観
、
仙
人
に
な
る
た

め
の
い
ろ
い
ろ
な
神
仙
術
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
が
、

避
穀
だ
け
に
傾
く
よ
う
な
様
相
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
『神

仙
伝
』
は
魏
晋
の
時
代
に
外
丹
の
錬
丹
術
が
大
切
に
さ
れ
た
観
念
を
反

映
す
る
も
の
で
あ
る
。

『神
仙
伝
』
全
体
に
は
、
こ
の
よ
う
な
仙
薬
、
特
に
金
丹
の
効
果
を

唱
え
る
話
が
随
所
に
配
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
『神
仙
伝
』
に
は
、

金
丹
が
な
い
限
り
得
仙
は
不
可
能
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
理
解
で

き
よ
う
。
そ
の
理
解
を
敷
衛
さ
せ
る
と
、
『神
仙
伝
』
に
お
い
て
は
、

避
穀
は
神
仙
の
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
、
『
列
仙
伝
』
『
神
仙
伝
』
に
は
他
の
仙
術
と
共
に
避
穀
の
記
述

が
見
え
る
が
、
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
『本
朝
神

仙
伝
』
に
お
い
て
、
避
穀
が
神
仙
の
重
要
な
要
素
を
担
う
こ
と
は
先
に

論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
は
、
中
国

の
仙
伝
の
形
式
を
倣
い
つ
つ
も
、
『
列
仙
伝
』
と

『
神
仙
伝
』
の
避
穀

に
対
す
る
位
置
付
け
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
匡
房

は
、
中
国
を
濫
腸
と
す
る
神
仙
思
想
に
基
づ
き
、
日
本
の
仙
人
伝
を
作

り
な
が
ら
も
、
避
穀
に
偏

っ
た
姿
勢
に
お
い
て
中
国
の
仙
人
伝
と

一
線

を
画
し
て
い
る
。

四

『
高
僧
伝
』
に
お
け
る
僧
侶
の
避
穀

以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
見
ら
れ
る

神
仙
た
ち
は
、
殆
ど
が
僧
侶
や
仏
教
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し

て
お
き
た
い
。

『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
、
仏
泰
澄
、
都
藍
尼
、
教
待
和
尚
、
報

恩
大
師
、
弘
法
大
師
、
慈
覚
大
師
、
河
内
国
樹
下
僧
、
浄
蔵
、
中
算
上

人
、
東
寺
僧
、
比
良
山
僧
、
愛
宕
護
僧
、
沙
門
日
蔵
な
ど
は
仏
教
の
僧

尼
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
は
、
上
宮
太
子
、
役

行
者
、
行
叡
居
士
、
陽
勝
仙
人
、
藤
太
主

。
源
太
主
、
出
羽
国
石
窟
仙

な
ど
で
あ
る
。
現
存
し
て
い
る
二
十
九
伝
の
中
で
、
僧
尼
と
仏
教
の
関

係
者
が
大
半
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
避
穀
の
記
述
が
見
え
る
伝
か

ら
仏
教
的
な
要
素
を
抽
出
し
て
み
る
と
、

・
行
叡
居
士
―
―
東
山
清
水
寺
之
本
主
也
。
…
…
後
相
逢
報
恩
大

師
、
護
持
仏
井
住
所
而
日
、
吾
待
汝
来
。
宜
為
此
地
主
以
弘
仏
法
。

・
陽
勝
仙
人
―
―
通
法
花
喩
伽
摩
訂
止
観
。
…
…
西
塔
毎
年
八
月

不
断
念
仏
、
必
来
聴
之
。

・
藤
太
主
源
太
主
―
―
此
両
仙
来
誦
日
、
将
試
呪
力
。
藤
太
主
加

持
令
護
法
伐
河
南
大
樹
。
源
太
主
亦
令
引
亙
河
水
。

・
河
内
国
樹
下
僧
者
―
―
但
坐
禅
念
仏
。

・
出
羽
国
石
窟
仙
―
―
常
修
禅
定
。

・
中
算
上
人
童
―
―
小
童
計
絶
入
山
誦
経
。

・
愛
宕
護
僧
―
―
昔
僧
賀
聖
籠
弟
子
八
人
於
此
山
、
令
学
仙
道
。
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と
あ
り
、
「美
濃
国
河
辺
人
」
の
伝
以
外
、
七
人
が
僧
侶
や
仏
教
と
関

わ
り
の
あ
る
者
で
あ
り
、
避
穀
の
記
述
が
仏
教
の
関
係
者
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
う
し
た
仏
教
と
道
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
増
尾
伸

一
郎
氏
は
、

『
日
本
書
紀
』
で
は
神
仙
を
ヒ
ジ
リ
と
訓
む
こ
と
と
、
観
智
院
本

『類

衆
名
義
抄
』
に

「神
仙
ノ
イ
キ
ホ
ト
ヶ
」
と
い
う
解
釈
が
見
え
る
こ
と

を
例
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
道
教
と
仏
教
が
習
合
し
て
い
る
事
実
を
表
し

て
い
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
仏
教
の
僧
侶

が
神
仙
伝
の
過
半
を
占
め
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
融
合
化
を
最
も
示
し

て
い
る
と
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
な
仏

。
道
の
交
渉
の
発
生
は
、
中
国
の
六
朝
時
代
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
窪
徳
忠
氏
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
提
示
し
た
。

中
国
の
人
々
の
あ
い
だ
か
ら
生
ま
れ
た
唯

一
の
宗
教
と
も
い
う
べ

き
道
教
は
、
儒
教
や
仏
教
、
と
く
に
後
者
か
ら
、
多
く
の
要
素
を

吸
収
摂
取
し
て
、
宗
教
と
し
て
の
組
織
や
体
裁
を
整
え
る
と
と
も

に
、
仏
教
に
も
あ
る
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
も
、
道
仏

二
教
は
、
古
来
中
国
で
行
わ
れ
て
き
た
諸
々
の
宗
教
の
う
ち
で
、

と
く
に
主
流
と
し
て
の
立
場
と
役
割
と
を
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
、
仏
教
伝
来
以
後
の
中
国
の
思
想
宗
教

史
は
、
儒
教
を
そ
の
あ
い
だ
に
介
在
さ
せ
た
道
仏
二
教
の
交
渉
史

は
、
も
し
く
は
他
教
を
摂
取
し
て
自
教
を
充
実
、
成
長
さ
せ
て
い

く
過
程
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
仏

。
道
習
合
の
現
象
に
つ
い
て
、
増
尾
氏
が

「中
国
で
は
と
く
に
六
朝
時
代
前
後
、
仏
教
と
道
教
、
儒
教
が
相
互
に

交
渉
す
る
過
程
で
、
新
た
な
宗
教
文
化
の
展
開
が
み
ら
れ
た
が
、
朝
鮮

や
日
本
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
世
界
で
も
、
そ
れ
以
前
の
基
層
文
化
に
加

え
て
、
こ
の
よ
う
な
中
国
宗
教
の
動
向
を
反
映
し
た
重
層
的
な
様
相
を

呈
す
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
叙
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
六
朝
時
代
に
み

ら
れ
る
仏

。
道
二
教
の
交
渉
は
、
日
本
の
思
想
宗
教
に
も
色
濃
く
影
響

を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が

っ
て
、
『本
朝
神
仙
伝
』
が
避
穀
に
偏
る
理
由
を
解
明
す
る

に
は
、
中
国
に
お
け
る
仏

。
道
混
在
の
現
象
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
史
伝
部
で

最
も
僧
侶
の
伝
記
を
多
く
収
め
て
い
る

『高
僧
伝
』
『続
高
僧
伝
』
を

手
掛
か
り
と
し
、
そ
の
中
で
避
穀
と
関
わ
り
の
あ
る
記
事
を
抽
出
し
て

考
察
を
試
み
る
。
な
お
、
仙
術
と
関
わ
ら
な
い
疏
食
、
或
は
期
限
の
あ

る
避
穀
、
焼
身
の
為
に
行
わ
れ
る
断
食
な
ど
の
記
述
は
対
象
と
し
な
い
。

①

『高
僧
伝
』
巻
十
三

「釈
慧
元
」

釈
慧
元
、
河
北
人
。
為
人
性
善
喜
温
無
色
、
常
習
禅
誦
経
、
勧
化

福
事
以
為
恒
業
。
晋
太
元
初
於
武
陵
平
山
立
寺
。
有
二
十
余
僧
、

喰
疏
幽
遁
永
絶
人
途
。
以
太
元
十
四
年
卒
。
卒
後
有
人
入
武
当
山

下
見
之
、
神
色
甚
暢
、
寄
語
寺
僧
勿
使
寺
業
有
廃
。
自
是
寺
内
常

聞
空
中
応
時
有
馨
声
、
依
而
集
衆
未
嘗
差
失
。
沙
門
竺
慧
直
居
之
。

直
精
苦
有
戒
節
、
後
絶
粒
唯
餌
松
柏
、
因
登
山
蝉
焼
焉
。

「釈
慧
元
」
の
伝
の
文
末
に
は
、
竺
慧
直
と
い
う
沙
門
の
話
が
付
さ

れ
、
彼
が

「粒
を
絶
ち
唯
松
柏
を
餌
す
」
と
い
う
修
行
を
経

っ
て
山
に
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登
り
、
蝉
蛤
し
て
こ
の
世
を
去

っ
て
い
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

②

『高
僧
伝
』
巻
十

「
渉
公
」

渉
公
者
、
西
域
人
也
。
虚
静
服
気
、
不
食
五
穀
。
日
能
行
五
百
里
。

言
未
然
之
事
、
験
若
指
掌
。
以
荷
堅
建
元
十
二
年
至
長
安
。
能
以

秘
児
寛
下
神
竜
。
毎
早
堅
常
請
之
冗
竜
、
俄
而
竜
下
鉢
中
、
天
颯

大
雨
。
堅
及
群
臣
親
就
鉢
中
観
之
、
咸
歎
其
異
。
堅
奉
為
国
神
、

士
庶
皆
投
身
接
足
。
自
是
無
復
炎
早
之
憂
。
至
十
六
年
十
二
月
無

疾
而
化
。
堅
哭
之
甚
働
。
卒
後
七
日
堅
以
其
神
異
、
試
開
棺
視
之
、

不
見
Ｆ
骸
所
在
、
唯
有
瞼
被
存
焉
。

渉
公
と
い
う
人
物
の
伝
に
は
、
「虚
静
し
て
気
を
服
し
、
五
穀
を
食

せ
ず
」
と
あ
り
、
渉
公
が
気
を
服
し
て
五
穀
を
食
べ
な
か

っ
た
と
い
う

神
異
的
行
為
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
死
去
し
た
後
に
死
骸
が
消
え

る
と
い
う
描
き
方
は
、
道
教
に
お
い
て
Ｆ
解
仙
を
描
く
際
に
、
よ
く
使

わ
れ
る
手
法
で
あ
る
こ
と
も
留
意
し
て
よ
い
。
そ
の
他
、
「
釈
僧
従
」

の
伝
に
は
、
「
五
穀
を
服
せ
ず
唯
棗
栗
を
餌
す
」
３
昌
僧
伝
』
巻
十

こ

と
あ
り
、
「釈
法
成
」
の
伝
に
は
、
「
五
穀
を
餌
せ
ず
唯
松
脂
を
食
す
」

６
一同
僧
伝
』
巻
十

こ

と
あ
り
、
五
穀
を
食
せ
ず
、
棗
栗
松
脂
を
服
用

す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
単
道
開
」
つ
局
僧
伝
』
巻
九
）
の

伝
に
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
み
ら
れ
る
。

③

『高
僧
伝
』
巻
九

「単
道
開
」

単
道
開
、
姓
孟
、
敦
慢
人
。
少
懐
栖
隠
。
誦
経
四
十
余
万
言
、
Ａ

絶
穀
餌
栢
実
。
栢
実
難
得
復
服
松
脂
、
後
服
細
石
子
、　
一
呑
数
枚

数
日

一
服
、
或
時
多
少
嗽
菫
椒
。
如
此
七
年
、
後
不
畏
寒
暑
冬
温

夏
涼
、
書
夜
不
臥
。
与
同
学
十
人
共
契
服
食
、
十
年
之
外
或
死
或

退
、
唯
開
全
志
。
…
…
時
楽
仙
者
多
来
諮
問
、
開
都
不
答
。
通
為

説
偶
云
、
我
衿

一
切
苦
、
出
家
為
利
世
。
利
世
須
学
明
、
学
明
能

断
悪
。
Ｂ
Ш
劃
日
用
鋼
「
川
綱
酬
劉
馴
引
劃
割
型
コ
側
側
劇
詞
刻
桐

伝
説
。
…
…
春
秋
百
余
歳
卒
干
山
舎
。
勅
弟
子
以
屍
置
石
穴
中
、

弟
子
通
移
之
石
室
。
有
康
法
者
、
昔
在
北
間
聞
開
弟
子
叙
Ｃ
開
昔

在
山
中
毎
有
神
仙
去
来
、
適
遥
心
敬
担
。
及
後
徒
役
南
海
、
親
与

相
見
、
側
度
鑽
仰
。
…
…

傍
線
部
Ａ
で
示
し
た
よ
う
に
、
単
道
開
が
穀
物
を
絶
ち
、
代
わ
り
に

栢
実
、
松
脂
、
細
石
子
、
喜
椒
な
ど
を
食
し
た
内
容
が
細
か
く
語
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
避
穀
の
内
容
は
道
教
の
神
仙
術
で
あ
る
に
違
い
な
い
の

に
、
傍
線
部
Ｂ
で
示
し
た
よ
う
に
、
彼
が
仙
人
に
な
る
方
法
を
尋
ね
て

く
る
人
々
に
対
し
て
、
山
の
中
に
食
料
が
少
な
く
、
や
む
を
得
ず
断
食

を
し
た
が
、
決
し
て
仙
人
に
な
ろ
う
と
い
う
理
由
で
避
穀
を
行

っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
、
仙
術
の
実
行
を
否
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ

に
見
え
た
断
食
の
内
容
は
、
冒
同
僧
伝
』
に
お
い
て
最
も
避
穀
の
術
を

詳
細
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
道
教
の
神
仙
思
想
を
摂
取
し
た
動

か
ぬ
証
拠
と
な
る
。
ま
た
傍
線
部
Ｃ
に
よ
る
と
、
単
道
開
が
住
ん
で
い

る
山
に
神
仙
の
往
来
が
絶
え
な
い
と
い
う
、
単
道
開
の
弟
子
が
語

っ
た

内
容
か
ら
み
て
も
、
神
仙
思
想
の
混
在
は
明
白
で
あ
る
。

『高
僧
伝
』
の
後
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
意
図
に
よ
り
、
唐
代
で
撰
録

さ
れ
た

『続
高
僧
伝
』
に
も
避
穀
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。

・
釈
浄
業
、
俗
姓
史
氏
。
…
…
篤
愛
方
術
、
却
粒
練
形
。
泳
玉
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珠
、
資
神
養
氣
。

・
釈
静
琳
、
俗
姓
張
氏
。
…
…
後
入
自
鹿
山
、
山
糧
写
継
、
便
試

以
却
粒
之
法
。

・
釈
通
達
、
え
州
人
。
三
十
出
家
、
…
…
乃
入
太
白
山
、
不
齊
糧

粒
不
択
林
巖
、
飢
則
食
草
息
則
依
樹
。

・
貞
観
年
中
、
豫
州
治
下
照
機
寺
曇
宝
禅
師
者
、
断
穀
練
形
戒
行

無
点
、
年
六
十
許
。

傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
「方
術
を
篤
愛
し
、
粒
を
却
ち
練
形
す
」

（隋
終
南
山
悟
真
寺
釈
浄
業
伝
）、
「山
糧
竿
継
し
て
、
便
ち
絶
粒
之
法
を

以
て
試
す
」
（唐
京
師
弘
法
寺
釈
静
琳
伝
）、
「糧
粒
を
費
さ
ず
林
巌
を
択

ば
ず
。
飢
則
ち
草
を
食
し
、
息
則
ち
樹
に
依
る
」
（唐
京
師
律
蔵
寺
釈
通

達
伝
）、
「穀
断
ち
て
練
形
す
、
戒
行
無
点
な
り
」
（隋
京
師
日
厳
道
場
釈

慧
常
伝
）
と
あ
る
よ
う
に
、
『続
高
僧
伝
』
も

『高
僧
伝
』
と
同
様
、

僧
侶
の
修
行
を
叙
述
す
る
内
容
か
ら
神
仙
的
な
要
素
が
発
見
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
避
穀
の
描
写
が

『
高
僧
伝
』
『続
高
僧
伝
』
に
存
在
す

る
事
実
は
、
中
国
に
お
い
て
、
仏
教
、
道
教
の
思
想
が
相
互
に
交
渉
し

た
結
果
の

一
面
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
フ
同
僧
伝
』
『続
高
僧
伝
』
に
は
、

五
穀
を
絶

つ
描
写
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
錬
丹
、
一房
中
術
を
行
い
、
或

は
丹
薬
な
ど
の
仙
薬
を
服
用
す
る
内
容
が
見
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

先
に
見
た
用
例
に
基
づ
け
ば
、
コ
同
僧
伝
』
や

『続
高
僧
伝
』
に
お
け

る
神
仙
思
想
の
摂
取
は
、
避
穀
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
僧
侶
が
避
穀
を
行
う
観
念
も
日
本
に
受
容
さ
れ
、

『大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
に
は
、
「
和
尚
天
性
極
大
精
進
に
し
て
、
志

念
勇
健
な
り
。
穀
を
断
ち
塩
を
断
ち

て
、
世

の
美
味
を
厭
ふ
」
（巻

上

・
５

「叡
山
無
動
寺
相
応
和
尚
し
、
「難
行
苦
行
し
、
食
を
断
ち
塩
を

断

つ
」
（巻
下

・
８９

「越
中
国
海
蓮
法
師
し

な
ど
、
僧
侶
の
神
異
や
苦
行

の
状
況
を
表
現
す
る
際
に
、
断
食

。
断
穀
の
表
現
が
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
避
穀
に
成
功
し
た
と
噂
さ
れ
る
聖
が
、
ひ
そ
か
に

米
を
口
に
し
た
こ
と
が
露
見
し
、
「米
糞
聖
人
」
と
罵
ら
れ
る
と
い
う

滑
稽
諄

（『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
し

も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
話
か
ら
当
時
、

五
穀
を
完
全
に
絶

つ
こ
と
の
で
き
る
僧
侶
が
、
社
会
に
重
ん
じ
ら
れ
る

と
い
う
観
念
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
『本
朝
神
仙
伝
』
も
こ
う
し
た

僧
侶
の
避
穀
と
い
う
概
念
の
流
れ
を
受
け
、
避
穀
は
僧
侶
の
神
仙
術
と

し
て
伝
記
に
織
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
見

ら
れ
る
僧
侶
が
避
穀
を
行
う
と
い
う
着
想
は
、
コ
向
僧
伝
』
や

『
続
高

僧
伝
』
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
匡
房
が
僧
侶
を
神
仙
に
見
立
て
る
理
由
を
追
求
す
る
と
、

『高
僧
伝
』
に
は
、
避
穀
以
外
に
も
、
神
仙
思
想
と
関
わ
る
記
事
が
数

多
く
見
出
せ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
彼

ら
が
住
み
か
と
す
る
所
は
古
の

「群
仙
の
宅
る
所
」
（僧
群

「古
老
相
伝

云
、
是
群
仙
所
宅
し

と
設
定
さ
れ
、
仙
人
が
し
ば
し
ば
尋
ね
て
く
る
事

も
あ
る

（単
道
開

「開
昔
在
山
中
毎
有
神
仙
去
来
し
。
あ
る
い
は
、
神
呪

を
誦
し
、
鬼
物
を
駆
使
す
る
超
能
力
を
も

つ
人
物
に
よ
っ
て
、
様
々
な

不
思
議
な
現
象
が
起
こ
さ
れ
た

（仏
図
澄

「善
誦
神
呪
、
能
役
使
鬼
物
し
。

生
涯
を
閉
じ
た
僧
侶
の
結
末
を
、
棺
を
あ
け
る
と
死
体
が
消
え
な
く
な



る

（竺
仏
調
、
渉
公
）
と
す
る
設
定
は
、
道
教
の
Ｆ
解
仙
と
全
く
同
様

で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

つ
ま
り
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
け
る
、
僧
侶
が
避
穀
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
神
仙
に
な
る
と
い
う
発
想
は
、
僧
侶
と
神
仙
の
境
界
線
の
曖

昧
さ
や
、
避
穀
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
僧
侶
と
結
び

つ
き
や
す
い
観
念
に

立
脚
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、

匡
房
は
、
避
穀
を
仏
教
者
の
神
仙
術
と
し
て
認
識
し
、
僧
侶
を
含
む
仏

教
者
を

〈神
仙
伝
〉
と
い
う
枠
で
描
く
た
め
に
、
敢
え
て
避
穀
を
選
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
学
仙
と
避
穀

前
節
で
は
、
匡
房
が
避
穀
で
神
仙
を
表
現
す
る
理
由
は
、
避
穀
を
仏

教
者
の
神
仙
術
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
次

に
、
僧
侶
の

〈学
仙
道
〉
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

こ
こ
で
、
再
び

『
本
朝
神
仙
伝
』
の
３６

「
愛
宕
護
僧
」
を
見
て
み
よ

ム
ノ。
昔
僧
賀
聖
籠
弟
子
八
人
於
此
山
、
令
学
仙
道
。
其
身
漸
踏
薄
板
至

於
不
撓
。
各
有
勝
他
心
。
毎
朝
至
見
風
処
、
相
難
云
、
爾
有
米
糞
。

然
者
皆
不
得
仙
罷
臭
。

僧
賀
が
弟
子
八
人
に
仙
道
を
学
ば
せ
よ
う
と
し
た
が
、
神
仙
に
求
め

ら
れ
る
無
欲
心
を
欠
い
た
た
め
、
八
人
は
全
員
失
敗
に
終
わ

っ
た
。
ま

た
、
相
手
の
排
泄
物
に
米
の
粒
が
あ

っ
た
と
互
い
に
責
め
る
内
容
か
ら
、

避
穀
の
実
行
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
話
に
お
い
て
最
も
興
味
深
い
の
は
、

仏
教
の
僧
侶
が
積
極
的
に
仙
道
を
学
ぶ
と
い
う
表
現
に
あ
る
。

『
高
僧
伝
』
『続
高
僧
伝
』
に
は
、
神
仙
的
な
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る

が
、
仙
道
を
志
す
と
い
う
意
思
表
明
に
関
す
る
語
彙
は
存
在
し
な
い
。

い
く
ら
神
仙
的
な
側
面
が
強
い
と
言

っ
て
も
、
僧
伝
の
根
幹
を
な
す
の

は
仏
教
思
想
で
あ
る
の
で
、
仙
人
を
目
指
す
考
え
方
な
ど
が
存
在
す
る

か
否
か
は
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
道
教
の
神
仙
的
表
現
を

摂
取
し
た
事
実
に
反
し
て
、
フ
同
僧
伝
』
の

「単
道
開
」
の
伝
に

「
是

れ
仙
侶
を
求
む
る
に
あ
ら
ず
」
と
し
て
僧
侶
で
あ
る
立
場
を
強
調
す
る

文
が
見
ら
れ
る
の
も
、
僧
侶
と
神
仙
と
を
峻
別
し
よ
う
と
す
る
意
図
が

あ
る
に
相
違
な
い
。
ま
た

『続
高
僧
伝
』
に
は
、
五
穀
を
断

つ
避
穀
の

術
を
批
判
す
る
内
容
が
見
ら
れ
る
。

釈
弘
智
、
姓
万
氏
、
始
平
椀
里
郷
人
。
隋
大
業
十

一
年
、
徳
盛
郷

間
権
為
道
士
、
因
入
終
南
山
。
絶
粒
服
気
期
神
羽
化
、
形
骸
枯
悴

心
用
飛
動
。
乃
入
京
至
静
法
寺
遇
恵
法
師
、
間
以
喩
道
之
方
。
恵

日
、
有
生
之
本
以
食
為
命
、
緩
糧
粒
以
資
形
、
託
津
通
以
適
道
。

所
以
古
有
繋
風
捕
影
之
論
、
仙
虚
薬
誤
之
談
。
語
事
信
然
、
幸
無

惑
也
。
乃
示
以
安
心
之
要
遣
累
之
方
。
（巻
二
十
四

「釈
弘
智
し

釈
弘
智
は
ま
だ
道
士
で
あ

っ
た
頃
、
米
粒
を
絶
ち
気
を
服
し
て
仙
人

に
な
る
と
い
う
神
仙
術
を
実
行
し
た
が
、
や
つ
れ
て
失
敗
し
た
。
彼
は

京
に
上
り
静
法
寺
で
恵
法
師
に
本
道
を
請
う
。
恵
法
師
は
、
食
べ
ず
に

生
命
を
維
持
で
き
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
事
実
を
理
由
に
、
神
仙
説
は

風
を
繋
ぎ
影
を
捉
え
る
と
い
う
虚
し
い
行
為
と
同
じ
愚
か
な
も
の
で
あ

る
と
し
て
古
来
非
難
さ
れ
て
き
た
と
答
え
、
神
仙
説
を
批
判
す
る
。
こ



の
恵
法
師
の
話
を
通
し
て
避
穀
の
行
為
を
含
め
、
神
仙
道
教
そ
の
も
の

が
否
定
さ
れ
、
仏
教
の
優
位
を
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
は
、
「僧
賀
聖
は
、
弟
子
八
人

を
こ
の
山
に
籠
め
て
、
仙
の
道
を
学
ば
し
め
た
り
」
と
あ
り
、
ま
た
比

良
山
僧
が

「兼
て
仙
の
道
を
学
び
て
、
ま
た
飛
鉢
の
法
を
行

へ
り
」
と

あ
り
、
僧
侶
が
仙
道
を
学
ぶ
と
い
う
積
極
的
な
表
現
が
見
え
、
フ
同
僧

伝
』
や

『
続
高
僧
伝
』
と
反
対
の
立
場
を
取

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

匡
房
は
僧
侶

の
伝
記
を
描
き
な
が
ら
も
、
「仙
道
を
学
ぶ
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
〈神
仙
伝
〉
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
仙
道
」
の
具
体
的
な
修
行
と
効
果
に

つ
い
て
は
、
僧
賀
の
弟
子
の
話
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
僧
賀
の
弟
子

ら
は
断
穀
を
実
行
し
て
、
薄
い
板
の
上
に
立

っ
て
も
板
が
曲
が
ら
な
い

ほ
ど
軽
身
に
な

っ
た
。
こ
の
記
述
か
ら
言
え
ば
、
最
終
的
な
目
標
と
し

て
は
天
に
翔
る
仙
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
よ
う
。

『
本
朝
神
仙
伝
』
に
は
、
飛
行
能
力
を
も
た
ら
す
神
仙
術
に
関
し
て
、

避
穀
と
結
び

つ
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
避
穀
と
飛
行
の
結
び

つ
き
に
つ

い
て
、
中
前
正
志
氏
は
、
『続
本
朝
往
生
伝
』
の

「
日
円
伝
」
に
見
え

る

「
長
く
米
穀
を
断
ち

て
、
殆
神
仙

に
似
た
り
」
と
い
う
状
態
を
、

『
列
仙
伝
』
の

「赤
将
子
輿
」
と

『神
仙
伝
』
の

「沈
建
」
な
ど
の
仙

人
の
記
事
を
前
提
と
し
て
、
「
断
穀
と
い
っ
た
養
生
法
を
行
う
な
ど
し

て
、
あ
る
い
は
筋
骨
露
わ
れ
身
体
が
枯
れ
た
状
態
に
な

っ
た
り
、
あ
る

い
は
身
が
軽
く
自
在
に
空
中
を
飛
行
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
と
い

う
よ
う
な
存
在
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
推

定
し
た
。
さ
ら
に

『本
朝
神
仙
伝
』
の
１８

「
陽
勝
仙
人
」
、
２‐

「藤
太

主

。
源
太
主
」
、
３２

「中
算
上
人
童
」
に
も
断
穀
の
結
果
軽
身

・
飛
行

に
至
る
記
述
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
け
る
飛
行
と
避
穀
が
結
び

つ
く

描
写
を
取
り
上
げ
て
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。
３２

「中
算
上
人
童
」
に
、

「食
を
絶

つ
こ
と
数
月
に
及
び
て
、
適
羽
服
備
は
り
て
己
に
自
在
な
る

こ
と
を
得
た
り
」
と
あ
り
、
中
算
上
人
の
元
を
離
れ
て
山
に
入

っ
た
童

が
、
食
を
絶

つ
こ
と
が
数
月
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
、
羽
が
備
わ
り
自
在
に

空
を
飛
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
１８

「
陽
勝
仙
人
」
に

は
、
ヨ
一年
苦
行
し
て
、
毎
日
に
粟

一
粒
の
み
を
服
ふ
。
行
歩
勁
捷
に

し
て
、
翼
な
く
し
て
飛
べ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
年
間
の
苦
行
の
様

子
を
描
く
中
に
、
毎
日
粟
を

一
粒
だ
け
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歩
く
速

度
も
速
く
な
り
、
さ
ら
に
は
、
翼
を
持
た
な
く
て
も
飛
べ
る
よ
う
に

な

っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
２‐

「藤
太
主

。
源
太
主
」
に
も
、
「穀
を
避

け
粒
を
絶
ち
て
、
翅
な
く
し
て
飛
べ
り
」
と
み
え
る
。

い
ず
れ
も
穀
物
の
摂
取
量
を
減
ら
す
か
、
あ
る
い
は
完
全
に
断
絶
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
翼
が
無
く
て
も
空
を
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
描
か

れ
て
お
り
、
避
穀
が
得
仙
の
象
徴
で
あ
る
飛
行
と
直
結
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
こ
の
二

つ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
避
穀
の
修
行
さ
え
成

し
遂
げ
れ
ば
、
飛
天
す
る
仙
人
に
な
れ
る
と
す
る
志
向
が
読
み
と
れ
る
。

つ
ま
り
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
、
五
穀
の
類
を

一
切
口
に
し
な

い
と
い
う
修
行
は
、
〈学
仙
道
〉
の
内
容
の

一
つ
で
あ
る
と
、
解
釈
し

て
も
差
し
支
え
が
な
い
だ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
僧
侶
が
仙
道
を
学
ぶ
と
い
う
着
想
は
、
匡
房
が
神
仙

の
伝
記
と
し
て
仕
上
げ
る
た
め
の

一
つ
の
手
法
と
し
て
、
『本
朝
神
仙

伝
』
に
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
の
僧
伝
に
お
い
て
は
、

僧
侶
に
ま
つ
わ
る
表
現
が
神
仙
を
発
葬
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、
仙
人
を

目
指
し
、
仙
道
を
学
ぶ
な
ど
と
す
る
意
志
表
明
は
、
〈僧
伝
〉
そ
の
も

の
の
定
義
に
抵
触
す
る
た
め
、
存
在
す
る
は
ず
が
な
い
。
匡
房
も
僧
侶

と
神
仙
に
は
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
も
認
知
し
て
い
る
よ
う
で
、
繰
り

返
し
て

『
本
朝
神
仙
伝
』
に
、

豊
非
神
仙
乎

（「報
恩
大
師
し

豊
非
神
仙
類
乎

（「慈
覚
大
師
し

非
得
神
仙
、
誰
能
如
此

（「河
内
国
樹
下
僧
し

な
ど
の
文
を
用
い
た
。
「報
恩
大
師
」
「慈
覚
大
師
」
「
河
内
国
樹
下
僧
」

二
人
の
僧
を
、
神
仙
で
あ
る
と
改
め
て
強
調
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

こ
れ
ら
の
人
物
は
そ
れ
ま
で

一
般
に
は
神
仙
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な

か

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
〈学
仙
道
〉
と
い
う
モ

チ
ー
フ
を
用
い
た
の
も
、
僧
侶
を
神
仙
の
枠
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る

意
図
に
基
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
は
、
先
行
す
る

『高
僧
伝
』
『続
高
僧
伝
』
や

『
大
日
本
国
法
華
験
記
』
な
ど
か
ら
僧
侶

の
避
穀
と
い
う
型
を
受
け
継
い
で
い
る
が
、
僧
侶
と
い
う
身
分
自
体
が

神
仙
の
定
義
と
抵
触
し
た
た
め
、
匡
房
は

〈学
仙
〉
や

〈神
仙
で
あ
る

こ
と
の
強
調
〉
な
ど
に
よ

っ
て
、
僧
侶
を
仏
教
の
枠
か
ら
神
仙

へ
越
境

さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

エハ
　
ま
と
め

仙
人
に
な
る
た
め
の
神
仙
術
は
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
に
お
い
て
、
房

中
術
と
仙
薬
が
そ
れ
ぞ
れ
僅
か

一
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
避
穀
が
八
例

で
あ
る
。
こ
の
避
穀
に
偏
る
姿
勢
は
、
従
来
、
匡
房
の
神
仙
に
対
す
る

関
心
度
が
疑
間
視
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
ま
ず

『本
朝
神
仙
伝
』
に
数
多
く
存
す
る
避
穀
の
記
述
を
抽
出
し
て
検
討
し

た
結
果
、
避
穀
が
神
仙
の
重
要
な
要
素
を
担
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ

ら
に
、
『
高
僧
伝
』
な
ど
の
僧
伝
を
考
察
し
た
結
果
か
ら
、
『本
朝
神
仙

伝
』
に
見
ら
れ
る
避
穀
の
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
う
し
た
僧
伝
か
ら
受
け
継

が
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
た
。

つ
ま
り
、
僧
侶
と
結
び

つ
き
や

す
い
避
穀
を
、
匡
房
は
僧
侶
の
神
仙
術
と
し
て
、
『本
朝
神
仙
伝
』
に

盛
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
『本
朝
神
仙
伝
』
は
中
国
の

『高
僧
伝
』
や

『続
高
僧
伝
』

と
は
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
僧
侶
が
積
極
的
に
五
穀
を
断

つ

修
行
に
挑
み
、
神
仙
に
な
ろ
う
と
す
る
学
仙
の
概
念
で
あ
る
。
学
仙
の

志
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
神
仙
の
定
義
と
か
け
離
れ
て
い
る
仏
教
者
が
、

は
じ
め
て
神
仙
伝
と
い
う
枠
に
収
め
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
て
、
『本
朝

神
仙
伝
』
に
お
い
て
、
中
国
と
全
く
違
う
風
貌
を
呈
し
、
避
穀
の
神
仙

術
を
行

っ
た
僧
侶
と
い
う
新
し
い
神
仙
像
が
、
匡
房
の
手
に
よ
っ
て
創

出
さ
れ
た
。
匡
房
が
避
穀
に
比
重
の
あ
る
表
現
を
用
い
た
の
は
、
神
仙

に
対
す
る
関
心
が
乏
し
い
の
で
は
な
く
、
僧
侶
を
も
神
仙
の
範
疇
に
収

め
よ
う
と
す
る
意
図
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
把
握
し
た
い
。
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神
仙
思
想
は
確
か
に
中
国
に
起
源
し
た
も
の
だ
が
、
社
会
、
文
化
、

風
俗

の
違
い
に
よ

っ
て
、
そ
の
内
実
も
変
化
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

日
本

に
は
、
道
教

の
団
体
や
組
織
、
或
は
中
国

の
よ
う
に
錬
丹
、
房
中
、

導
引
、
守

一
、
服
餌
な
ど
の
神
仙
術
に
熱
中
す
る
道
士
も
存
在
し
な
い

し
、
さ
ら
に
、
仏
教
信
仰

の
浸
透

に
よ

っ
て
、
神
仙
と
僧
侶
の
融
合
は

も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な

っ
た
。
『
本
朝
神
仙
伝
』
に
お
け
る

神
仙
に
見
な
さ
れ
る
僧
侶
像
こ
そ
は
、
日
本

に
土
着
し
た
神
仙
像

の
あ

り
方
か
も
し
れ
な
い
。

注（１
）
和
田
率

「薬
猟
と

『本
草
集
注
』
―
日
本
古
代
の
民
間
道
教
の
実
態
―
」

「
選
集
道
教
と
日
本
』
第
二
巻
、　
一
九
九
七
）

（２
）井
上
光
貞

「文
献
解
題
」
（日
本
思
想
大
系

『往
生
伝
　
法
華
験
記
し

（３
）
千
本
英
史

「仙
境

へ
の
想
い
―
本
朝
神
仙
伝
―
」
（和
漢
比
較
文
学
叢
書

『説
話
文
学
と
漢
文
学
』
第
十
四
巻
、
汲
古
書
院
、　
一
九
九
四
）

（４
）
党
聖
元

。
李
継
凱

『中
国
古
代
道
士
生
活
』
公
口
湾
商
務
印
書
局
、　
一
九

九
八
）
を
参
照
し
た
。

（５
）中
前
正
志

「善
家
秘
記

・
紀
家
怪
異
実
録

。
本
朝
神
仙
伝
」
（
説
話
の
講

座
第
四
巻
　
説
話
集
の
世
界
Ｉ
』
勉
誠
社
、　
一
九
九
二
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（６
）
中
前
正
志

「善
家
秘
記

・
紀
家
怪
異
実
録

。
本
朝
神
仙
伝
」
「
説
話
の
講

座
第
四
巻
　
説
話
集
の
世
界
Ｉ
』
勉
誠
社
、　
一
九
九
二
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（７
）
「本
朝
神
仙
伝
　
解
説
」
（日
本
古
典
全
書

『古
本
説
話
集
』
、
朝
日
新
聞

社
、　
一
九
六
七
）

（８
）
ア
ン
リ

・
マ
ス
ペ
ロ

『道
教
―
不
死
の
探
求
』
（東
海
大
学
出
版
会
、　
一

一九
二ハ
エハ
）

（９
）大
東
急
記
念
文
庫
本
の
目
録
に
よ
る
と
、
全
部
で
二
十
七
話
の
題
目
が
見

え
る
。

（
１０
）
本
文
は

「醍
醐
寺
本
諸
寺
縁
起
集
」
（藤
田
経
世

『校
刊
美
術
史
料
寺
院

篇
』
上
巻
）
に
よ
る
。

（１１
）本
文
は

『大
日
本
仏
教
全
書
』
に
よ
る
。

（‐２
）中
前
正
志

「善
家
秘
記

・
紀
家
怪
異
実
録

。
本
朝
神
仙
伝
」
翁
説
話
の
講

座
第
四
巻
　
説
話
集
の
世
界
Ｉ
』
勉
誠
社
、　
一
九
九
二
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（‐３
）
『
列
仙
伝
』
『神
仙
伝
』
の
本
文
は

『漢
魏
六
朝
筆
記
小
説
』
に
よ
る
。

（‐４
）増
尾
伸

一
郎

「終
り
の
さ
ま
を
知
ら
ず
―
日
本
の
神
仙
た
ち
」
「
ア
ジ
ア

遊
学
』
２
、　
一
九
九
九
）

（
‐５
）窪
徳
忠

「北
朝
に
お
け
る
道
仏
二
教
の
関
係
」
『中
国
宗
教
に
お
け
る
受

容

・
変
容

・
行
容
』

一
九
七
九

（‐６
）注
１
に
同
じ
。

（‐７
）
斉
衡
元
年

（八
五
四
）
秋
七
月
乙
巳
条
。
ま
た
こ
の
話
は

『今
昔
物
語

集
』
巻
二
十
八

「穀
断
聖
人
持
米
被
咲
語
第
二
十
四
」
と
、
『宇
治
拾
遺
物

語
』

一
四
五

「穀
断
聖
露
顕
事
巻
十
二
ノ
九
」
に
も
み
ら
れ
る
。

（‐８
）
「大
江
匡
房
の
神
仙
観
」
翁
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
、　
一
九
九
五

。
一
〇
）

（
り

。
い
く
け
ん
　
慈
済
大
學
助
理
教
授
）
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